
索道管理者基礎講習会テキスト

令和6年7月3日

神鋼鋼線工業（株）
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索道においてワイヤロープは
主に搬器を吊るす、もしくは引っ張って動かすためのものであり
索道の種類、及び方式により、下記の用途がある。
用途）支索、えい索、平衡索、支えい索、緊張索

1. 索道に使用されるワイヤロープ

ワイヤロープは引張強度の高い素線(鋼線)を多数より合わ
せたもので、その特徴を生かして、索道以外にも機械、建設、
船舶、漁業、林業、鉱業、エレベータなど多方面で使用される。

Confidential
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起点停留場と終点停留所場の
間に張られた支索に、懸垂され
た2個の搬器をえい索により、
交互に行き交わせる索道

支索

えい索

交走式普通索道

平衡索

緊張索
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支えい索

起点停留場と終点停留所場の間に、
エンドレスに張られた支えい索に、
チェアを固定して搬送する索道

単線固定循環式普通索道
Confidential
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ロープの種類、構造は非常に多く、使用目的及び
場所に適したロープを選定する必要がある

2.用途別索条(ワイヤロープ)の種類 Confidential
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ロープ心

ストランド

ストランド

3.ワイヤロープの構造と名称
Confidential
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より方及び表面性状
種 別

ロープ径
ロープの長さ

4．ワイヤロープの構造と名称

IWRC 6×Fi(29) O/O B種 18mm 200m

心の種類

ストランドの数

ストランドの構成

１ストランドの素線数

ロープの構成（断面）
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ロープ心の役割
・ストランドを支え、ロープの形状を保つ
・ロープ油を保持し、使用中に内部から潤滑防錆油を供給

5．ロープ心の種類と特徴

心の種類 特 長 記 号

繊
維
心

天然繊維心（ｼﾞｭｰﾄ､ｻｲｻﾞﾙ）

合成繊維心（ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ）※1
柔 軟 性：大

含 油 性：大

衝撃吸収能：大

重 量：軽

FC

(通常は省略)※

2

樹
脂
心

合成樹脂心

樹脂被覆合成繊維心

鋼

心
ロープ心

強 度：大

耐 横圧 性：大

耐 熱 性：大

伸 び：小

IWRC

※2 樹脂心は、交通安全環境研究所が検証試験を実施し、安全性が確認されたことで

2005年に心材として追加。

※1 天然繊維と比べ熱に弱く、ｿｹｯﾄ加工等 では、断熱材で積め栓を行い、熱影響を防止。
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天然繊維心(サイザル)

鋼心

5．ロープ心の種類と特徴 Confidential
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10

IWRC ６×Fi(29)

（平行より）

６×３７

（交差より）

37=1＋6+12+18

6．ストランドの種類と構成

ロープを構成するストランドのより方は、
「交差より」と「平行より」に分類される
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6．ストランドの種類と構成

11

交差より
・素線径がほぼ同じ
・１層づつ別工程でよる
・点接触より
・柔軟性に富む
・玉掛索

平行より
・素線径が各層で異なる
・全素線と１工程でよる
・線接触より
・形崩れ性、疲労性良好
・動索

ロープを構成するストランドのより方は、
「交差より」と「平行より」に分類される
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同工程

1工程

2工程



平行よりストランドの種類
Confidential
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異形線ストランドロープ
素線をより合わせたストランドを、圧縮加工したストランドを使用
したロープ
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異形線ストランドロープの外観

IWRC6×WS(36)

IWRC6×P・WS(36)
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ラングより 普通より

より方向
・ストランドとロープの
より方向が同じ

・ストランドとロープの
より方向が反対

特 徴 ・耐摩耗性,柔軟性が良好 主に、物を吊る用途に使用

模式図

7. ロープのより方とより方向

・ロープのより方向は、最終工程のロープのより方向で表す

・Zより(右上がり)とSより(右下がり)があり「Zより」が 一般的
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表

面

より方 ラングより 普通より

より方向 Zより Sより Zより Sより

油の種類 赤油 黒油 赤油 黒油 赤油 黒油 赤油 黒油

裸 O/L C/L O/LS C/LS
O/O

(*1)
C/O O/S C/S

亜鉛めっき G/L GC/L G/LS GC/LS G/O GC/O G/S GC/S

7.1より方及び表面性状表示の略号

16

(※1) O/O ： オーオーと読む。パーセントではない

O/O（普通より、Zより、赤油、裸ロープ）及び
G/O（普通より、Zより、赤油、めっきロープ）が一般的

IWRC 6×Fi(29) O/O B種
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ピッチはロープ径の倍数で表示 ロープピッチ/ロープ径

8. ロープのより長さ

国内の規格には「よりの長さ」の規定はないが、外国では
規定しているものもある。よりの長さは、一本のストランドが
完全ならせんを形成して、心綱の回りを一回転する長さを
ロープの中心軸に平行に測ったもの

一般的に、支えい索等に使用されるラングよりのロープは
普通よりのロープに比べて、よりの長さが長く、ロープ径の
7.5倍～8 倍が多い( 普通よりでは 6～6.5 倍）

2

4

3

6

5

ロープピッチ

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③⑥
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9．素線の引張強さ

JIS G 3525「ワイヤロープ」に定められる素線の引張強さ

E種 G種 A種 B種 T種(※1)

公称引張強さ

(N/mm2)
1,320 1,470 1,620 1,770 1,910

※1 T種は2013年改定のJIS G 3525に追加

(一財)日本鋼索交通協会ワイヤロープ規格による素線区分

A種 B種 SP種

公称引張強さ

(N/mm2)
1,620 1,770 1,910

耐食性が要求される場合、素線に亜鉛めっきを行う
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ワイヤロープの構造と名称
Confidential
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10. 製品ラベルの表記(当社)
JIS G3525「ワイヤロープ」 3546「異形線ワイヤロープ」
の製品表記

①ﾛｰﾌﾟの呼び又は構成記号
②めっきの有無
③ｸﾞﾘｰｽの種類
④より方及びより方向
⑤種別又は破断力
⑥ﾛｰﾌﾟの公称径及び長さ
⑦製造業者名又はその略号
⑧製造年月又はその略号
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11.特殊な索条(ワイヤロープ)の種類 Confidential

21



ロープ表面の外観

11.1 ロックドコイルロープ
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多層ストランドロープ
断面形状が円形のストランドを、2層以上を互いに反対
方向により合わせたロープ。索道では緊張索に使用

18×Fi(29) G35×7

11.2 多層ストランドロープ
Confidential
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11.3 フラット型ロープ
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12. ロープ径について
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13. ワイヤロープの加工と接合
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入目
ストランドを心
に組込む
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端末をバラシて、箒状にする

1 2 4

ロープの破断力を100%保持

ソケット加工

複線交走式普通索道の、えい索及び平衡索の両端を、搬器の走行部と接続するため実施。

ストランドをばらして繊維心を切除し、さらにばらしたストランドを、素線に分解して仮めっき。

そして、ソケット金具にロープバラシ部を入れて、その中に合金を注入して、金具定着。

3溶かした合金で鋳込み

鋳込んだ合金の内部検査では確認できないので、定められた加工方法により

確実に行う必要あり。(当社では、加工者及び立会者を記録）

ソケット部の日常点検の対応として、ソケット口以外のシージングは取り外しておくことで、

シージングとロープ間の腐食及び断線等の点検が可能。
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ご清聴ありがとうございました。
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